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昭和61年 1月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

年
頭
の
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
臼
年
の
新
春
を
め
で

た
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
市
政
に
つ
い
て
市
民
各
位
の

心
温
ま
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

市
政
が
順
調
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
ご
承
知
の
ご
と
く
、
長
び
く
国
際
不

況
と
行
財
政
改
革
の
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
園
、
地
方
と
わ
ず
多
難
な
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
昨
年
二
月
待
望
の
松
下
電

子
工
業
魚
津
工
場
に
、
先
端
産
業
超
L

S
I
生
産
の
火
が
灯
り
ま
し
た
。
第
一

棟
に
続
い
て
第
二
、
第
三
棟
も
ほ
ぼ
完

成
し
、
市
民
か
ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
希
望
に
あ
ふ
れ
た
若

い
人
達
が
、
い
き
い
き
と
働
ら
く
姿
を

見
て
、
感
慨
一
し
お
で
す
。
活
力
と
は
、

や
は
り
若
人
の
躍
動
す
る
定
住
社
会
の

実
現
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
第
二
次
魚
津
市
総
合
計
画

基
本
構
想
策
定
の
年
で
あ
り
ま
す
。
ま

魚

津

市

長

ご重三
J同

河

七

良

ち
の
未
来
像
を
『
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ

た
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
』

介
「
レ

O
調
和
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

4
3ナ

O
明
日
を
築
く
豊
か
な
ま
ち
か
魚
津
。

F

O
文
化
的
香
り
高
い
ま
ち

H

魚
津
々

一

の
創
造
に
幻
世
紀
に
向
っ
て
遁
進
し
ま

一

す。

一

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
下
水
道
事
業
は
、
一

終
末
処
理
場
用
地
も
決
定
、
工
事
に
着
一

手
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
道
8

一

号
線
魚
津
バ
イ
パ
ス
も
着
工
し
ま
し
た
。
一

都
市
基
盤
、
市
民
の
生
活
環
境
基
盤
の
一

整
備
は
い
ま
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
一

市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
一

で
長
生
き
し
、
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
が
一

営
ま
れ
る
魚
津
市
、
そ
し
て
魚
津
に
生
一

き
る
幸
せ
と
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
か
一

み
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
一

に

本

年

も

頑

張

り

ま

す

。

一

市
民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
一

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
一
層
ご
健
一

勝
で
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
一

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
一

た

し

ま

す

。

一

市
政
の
動
き

一
般
会
計

百
二
億
四
千
七
百
七
十
九
万
円
に

ロ
月
市
議
会
定
例
会
は
、
什
日
よ
り
旧
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
氾
議
案
の
ほ
か
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
昭
和
臼
年
度
一
般
会
計
な
ど
、

8
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

マ

ω年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
億
五
千

七
百
三
十
八
万

一
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
二
億
四
千
七

百
七
十
九
万
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

主
な
内
容
は
、

民
生
費
で
は
、
私
立
保
育
園
措
置
費

に
つ
い
て
基
準
単
価
の
改
定
に
伴
い
委

ロ
月
定
例
市
議
会

託
料
千
六
百
二
十
五
万
五
千
円
を
増
額

農
林
水
産
業
費
で
は
、
団
体
営
た
め

池
等
整
備
事
業
、
団
体
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
、
団
体
営
農
道
整
備
事
業
及
び

県
単
土
地
改
良
事
業
の
認
承
確
定
に
よ

り
農
地
費
千
八
百
九
十
七
万
一
千
円
を

減
額土

木
費
で
は
、
県
営
小
川
寺
川
改
修

に
伴
う
蛇
回
橋
改
築
事
業
負
担
金
千
九

百
八
十
万
円
、
桃
山
運
動
公
園
築
造
事

業
の
用
地
取
得
費
等
二
千
四
百
六
十
一

万
八
千
円
を
計
上
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
土
木
災
害
復
旧

費
と
し
て
二
千
九
百
四
十
四
万
一

千
円

を
追
加
計
上

災
害
応
急
措
置
費
で
は
、
除
雪
対
策

費
と
し
て
七
千
百
四
十
五
万
円
を
計
上

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
市
税
、

地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
園
、
県
支
出
金

財
産
収
入
、
寄
附
金
、
繰
越
金
、
諸
収

入
及
び
市
債
を
充
当
す
る
も
の
で
す
。

マ

ω年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ

ω年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

マ

ω年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ

ω年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ

ω年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

マ

ω年
度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
補
正

正
予
算

マ

ω年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

マ
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

マ
大
字
、
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

マ
大
字
、
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

に
つ
い
て

マ
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

マ
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

-
認
定
さ
れ
た
決
算

マ
臼
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
外

7
決
算

・
同
意
案
件

マ
魚
津
市
村
木
町

4
l
m

行
津
正
信
氏
を
、
魚
津
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任

マ
魚
津
市
上
村
木
1
ー
お
!
日

津
井
宗
隆
氏
を
、
魚
津
公
平
委
員
に

選
任

(2) 



昭和61年 1月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

年
頭
の
あ
い
さ
つ

市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
に
対
す

る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
も
着
実
に
発

展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
本
市
の
一
段

の
躍
進
を
期
し
て
清
新
の
気
が
み
な
ぎ

る
の
を
覚
え
ま
す
。

し
か
し
、
国
は
当
面
の
政
策
課
題
と

し
て
国
債
発
行
額
の
縮
減
や
補
助
金
の

地
方
と
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
図
る

等
、
行
財
政
改
革
の
断
行
を
昨
年
に
引

き
続
き
強
力
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

eID霊園国

魚
津
市
議
会
議
長

浜

b 
"!? 
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マ
吹
奏
楽
演
奏
ソ
ン
グ

・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

午
前
日
時

ω分
か
ら
日
時

叩
分
ま
で

マ
成
人
該
当
者
昭
和

ω年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
引
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

な
お
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
に
は
、
年
賀
状
で
案
内
を
差
し
あ

げ
て
あ
り
ま
す
が
、
案
内
状
が
こ
な
か

っ
た
方
、
ま
た
は
、
魚
津
市
で
成
人
式

を
挙
げ
た
い
方
は
、

1
月
6
日
ま
で
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

之

宮
②
2
2
0
0
内
線
湖

は
た
ち
と

選

挙

権

初
歳
に
な
る
と
生
ず

る
権
利
の
一
つ
に
、
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
選

挙
権
を
行
使
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
の
政
治

を
は
じ
め
都
道
府
県
や

市
区
町
村
の
地
方
政
治

に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

あ
な
た
に
与
え
ら
れ

た
貴
重
な
権
利
、
選
挙

権
を
有
効
に
使
う
た
め

に
は
、
ま
ず
棄
権
を
し

な
い
こ
と
で
す
。

消

防

出

初

め

式

市
消
防
本
部
で
は
、

1
月
6
日
間

午
前
9
時
か
ら
祝
賀
一
斉
放
水
を
サ

ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
実
施
、
9
時
初

分
か
ら
、
村
木
小
学
校
に
お
い
て
、

恒
例
の
魚
津
市
消
防
機
関
出
初
式
を

行
い
ま
す
。
引
続
き
中
央
通
り
で
分

列
行
進
、
鎮
火
祈
願
、
義
勇
塔
参
拝

の
の
ち
、
市
中
行
進
を
行
い
ま
す
。

hv
魚
津
港
で
の
消
防
訓
練

昭
和
印
年
度

優
良
団
員
表
彰

ω年
ロ
月
1
日
制
午
後
1
時
初
分

か
ら
、
魚
津
港
一
帯
に
お
い
て
、
秋

季
消
防
訓
練
実
施
、
終
っ
て

ω年
度

優
良
団
員
表
彰
と
し
て
富
山
県
知
事

表
彰
が
市
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

〈
受
章
者
〉

木
内
昌
範
、
野
田
実
、
小
川
栄
幸

山
形
房
直
、
肥
塚
宗
昭
、
坂
井
孝
明

三
井
忠
信
、
寺
田
忠
義
、
岩
崎
恭
信

宮
崎
勝
之
、
宮
田
由
紀
雄

市
で
は
、
こ
と
し
成
人
を
迎
え
ら
れ

一
る
み
な
さ
ん
に
、
健
全
な
心
身
の
成
長

一
と
社
会
人
と
し
て
公
的
資
格
を
得
ら
れ

一
た
門
出
を
祝
福
し
て
、
次
の
と
お
り
式

一
典
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

一

な

お

、

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
も
の
が
叫
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
大
人
と
な
ら
れ

予
想
さ
れ
る
中
で
、
幻
世
紀
の
魚
津
市
一
た
門
出
を
と
も
に
祝
福
し
て
あ
げ
て
く

を
展
望
し
た
市
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
一
だ
さ
い
。

重
要
課
題
に
つ
い
て
、
真
剣
に
取
り
組
一

マ
と

き

1
月
日
日
(
成
人
の
日
)

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
一

マ
受

付

午

前

9
時
i
9時

ω分

は
、
市
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た
一

マ
式
典
及
び
表
彰
式

め
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、

一

午
前
叩
時
l
m
時

ω分

皆
様
方
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
一

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
一

う
か
本
年
も
相
変
ら
ぬ
、
ご
支
援
、
ご
一

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
一

い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
一

つ
と
い
た
し
ま
す
。

一

(3) 
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家
族
ぐ
る
み
で
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

マ

と

き

昭

和

日

年

1
月
ロ
日
制

午
前
9
時
初
分
開
始

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
室
内
温
水
プ
!
ル

マ
種
目
年
齢
別
各
種
競
泳
、
ビ
ー
ト

板
レ
l
ス
、
興
味
レ
ー
ス
等

マ
参
加
資
格
市
民
全
般
無
料

(
当
日
受
付
可
能
)

魚
津
市
室
内
温
水
プ
l
ル

宮
②
1
2
6
3

第

6
回
魚
津
市

新
年
水
深

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
月
の歩

こ
う
会

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
日
日
に
海
岸
線
沿
い
早

月
河
口
方
面
ま
で
(
約
二
・

五
キ
ロ
)
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日

午
前
9
時
ま
で
電
鉄
魚
津

駅
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

年
の
始
め
の
裸
の
祭
典
グ

新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の

と
お
り
聞
き
ま
す
。

未
就
学
児
か
ら
年
輩
台
ま
で
の
種
目

を
準
備
し
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加
賞
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な
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さ
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用
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し
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い
ま
す
。
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申
込
先

市民スキー教室日程及び内容
スキーシーズン到来/闘魚津市体育協会及び魚津市教育委員会では、市民の

健 康・体力の向 上を 目指 し、市民ひとり 1スポーツの推進を図るため、次のとおり

市民スキー教室を企画しました。市民の皆さん、こぞって参加してください。

亙~こ三 A コ ー- ^ B コ ー ス C コース

期 日 1月 26日(日) 2月 11日(火} 2月 28日紅i'll-3月 2 日(EI)

場 所 大谷温泉スキー場 糸魚川 シーサイドバレースキー場 志賀高原スキー場

対 参象加者 市民全般(小学生以上) 一般 一般男女
親子(5識以上)

募集 人数 50名 80名 80名

大 人ーーーーーーーーーーーーーーーーー-500円
大 人'ーーーーーーーーーー3，000円

参加費 中学生以下ーーーーーーーーー-300円
中学生以下ーーーーー--2，500円 大 人ーー---一'ーーー--16，000円
親 子 (2人 1組) 5，000円

@第 1 日目 (2/28)

市役所前集18:合30一一一1出9:発00 

受 付 8:30 市役所前集6:会30一一出6・発45= 
=ハーハデス キー場(ホテルo):務30 

(スキー場中腹) @第 2 日目 (3/1)

日 程 開講式 9: 00 二-三A子スキー場8:精15一一一終日
終日講習及びスキー

関畦 歪ヨ 9: 30 スキー
@第 3 日目 (3/2)

開講式 15:00 スキー場1出5:発30二，言._子、市役所
ス9キ:00ー-滑12:走00ーーーホ1テ5:ル00 

精一一一解散
発二/"(i"夕食(上越18市・00)= 17: 10 

二，言._子市役所19翁。。

本部及び スキー場中腹休ケイ小屋 民宿「マルシチ」 「ホテル志賀サンバレー」
宿舎 霊堂 0255- 58 - 2538 霊堂 02693-4- 2631

会 費に含 @受講料プ
@千主-mノてスf¥:

@往彼ノてス代 @スポーツ侮害保険料まれる経 @ロー リフト千℃ @スポーツ傷害保険料 @宿泊費 (2泊)、朝食(2 
費 @スポーツ傷害保険料 回)、夕食 (2回)

@参加者が極端に少ない場合は、中止することがあ

その 他
ります。

@定只になり次第締切りま変す更。
@道路状況等により日程を することがあります。

申込み締切日 1月 25日tりまで 2月 5 日b付まで 2月 24日明}まで

申込み先 @魚津市教育委貝会体育課市民スキー)市教民室ス係キ(釈迦堂ト10-1)宮 22-2200(内線310)
@側)魚津市体育協会(総合体育館内 一教室係(本江3311)宮 22-1263

歩<スキー教室日程及び内容
月 日・曜 イベントの種別と場所 集合 (場所・時刻) f商 要

1日嗣
クロカン初詣 黒部市民会館前 移動一電車。 下立(下車・スタート)→金比羅神社。お蹴い、直会。(周遊コ

月 (字奈月町・下立金比羅杜) (7: 00) ース 7.5km

2 2日(日)
クロカン基礎技術教室 魚津市役所前 移動ーマイカー相乗り 。レッスン内容一用具論、歩き方イロハ、パンカ
(魚津市・桃山運動公園) (8:30) ング走法、登行、滑降、旋回、他。

月 16日(日)
クロカンツーリング 入善町斤舎前 移動は貸切パス。舟見寿楽苑(スタート)→棚山(中食・休けい)→辻(終点)

(入善町・朝日町・槻山) (8: 30) →パスで集合地。(周遊コース 15km)

2日(日)
かんじきハイク 魚津市役所前 水尾城は松倉城の支(終城点。移動ーマイカ一。鹿熊(スタート)→水尾城→押

3 (魚津市・水尾城JM:) (8:00) 場峠→大熊→鹿熊 (~in

9日(日)
クロカンツーリング 黒部市民会館前 移動ー電車。 下立(貸ス切タノー〈スト)→嘉例沢への峠→新川牧場→黒部青少年の
(黒部市 ・宇奈月町・新川牧場) (7: 00) 家(終点)。帰りは 。(縦走コース 20km)

月
16日(日)

クロカンツーリング 朝日町庁舎前 移動一貸切パス雁蔵(スタート)→ニ峰スキー場→銚子の口峠→南保小
(朝日町・三峯え) (8: 00) 学校前(終点)0 (峠越えコース 10km)

4 
5-6日 クロカン一泊ツーリング 大糸線中土駅 ※別にくわしい実施要項を定める 。小谷温泉→湯峠→平岩 (25kmの、ソーリ
(土・日) (長野県小谷村・小谷温泉) (5日・午後) ング)。初心者不可。定員 30名。申込みは予約金 5，000円をそえて。

月 20日(日)
テレマークスキー研修会 魚津市役所前 移動ーマイカ参一加。テレマークターンの基礎技術教室及び指導技術の交流。
(魚津市・大杉山ぶどう原) (7:00) 定員 30名。 費 2，000円。申込みはお早目に一一。

月5 11日(日)
クロカンツーリング 立山駅前 移動ーケープルカ一、高原パス。天狗平(下車、スタート)→弥陀ヶ原(終
(立山 ・弥陀ヶ原・天狗平) (7:00) 点)。条件がよければ美女平までツーリング。

※豪雪・雪不足などでコースを変更することがあります。

。 日 程 受付→説明→準備→基本練習→スキーハイキング→反省会→解散といった順序で、解散は 15:00ごろです。途中

で交歓会、自然 ・歴史などの講話、小レースなどの催し物が入ることもあります。今シーズンよりテレマークス

キーのレ ッスンも ……。

。携 行品 クロカン用スキー用具一式(通常のスキー用具は不可)、防寒具、帽子、手袋、ディパック、汗ふき、サングラス、

弁当、間食、欽料、服装は自由(運動しやすいもの、通常のスキーウェアは不適)。

。貸スキー レンタル料一日一式 1，500円 (3/2の場合、貸かんじきあり 500円)。

。 参加 費 500円(当日受付時にいただきます。ただし、 4/5.6，4/20の例会は別に定めます)。

。 申込み先 干937魚津市友道1305-1 佐伯邦夫方宮⑫ 3971へ。

。。
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計決算状況

歳 出

A
Q
冨般

区 分 予算額 決算額 支割合出 構成比

164，4千03同
千 円

99.% 8 
% 

1.議 正z』z 費 164，021 1.6 

2.総 務 費 1，467，335 1，441，671 98.3 13.9 

3.民 生 費 1，673，587 1，648，904 98.5 15.9 

4.衛 生 費 360，768 358，648 99.4 3.4 

5.労 働 費 98，020 95，540 97.5 0.9 

6.農林水産業費 1，226，559 1，223，222 99.7 11.8 

7.商 工 費 586，601 584，084 99.6 5.6 

8.土 木 費 1，812，988 1，807，708 99.7 17.4 

9.消 防 費 274，850 272，947 99.3 2.6 

10.教 育 費 1，741，153 1，733，463 95.6 16.7 

11.災害復旧費 91，051 90，162 99.0 0.9 

12.公 {責 費 874，024 856，221 98.0 8.2 

13.諸 支 出 金 110，243 109，433 99.3 1.1 

14.予 イ蒲 費 46，933 

歳出合計 10，528，515 10，386，024 98.6 100.0 
一 一一一 一

ーーーー』圃圃圃圃圃

入

区 分 予算額 決算額 収割合入 構成比
千円 千円 事岳 % 

1.市 手見 3，802，500 3，904，430 102.7 35.6 

2.地方 譲与税 90，000 97，564 108.4 0.9 

3.娯楽施設利用税交付金 18，000 22，980 127.7 0.2 

4.自動車取得税交付金 70，000 84，001 120.0 0.8 

5.地方 交付税 1，385，931 1，633，364 117.9 14.9 

6.交通安全対策特別交付金 5，000 7，570 151.4 0.1 

7.分担金及び負担金 340，337 339，448 99.7 3.1 

8.使用料及び手数料 211，692 211 ，202 99.8 1.9 

9.国庫支出金 1，408，958 1，411，143 100.2 12.9 

10.県 支 出 金 774，208 772 ，911 99.8 7.1 

11.財・ 産 収 入 91，812 92，906 101.2 0.8 

12.寄 附 金 25，992 29，521 113.6 0.3 

13.繰 越 金 706，755 706，755 100.0 6.4 

14.諸 収 入 375，030 419，600 111.9 3.8 

15.市 イ貴 1，222，300 1，222，300 100.0 11.2 

歳入合計 10，528，515 10，955，695 104.1 100.0 

歳

3兄状の市債

会計別.借入先別現在高

市税の内訳

〈単位 :千円〉

区 分 一般会計 下水道会計 簡易水道会計 水族館会計 計

資金運用部 4，095，613 590 21，841 4，118，044 

簡易保険局 2，011 ，898 2，011，898 

公営企業金融公庫 714，589 154，286 868，875 

市 中 銀行 240，440 357，750 598，190 

共 済組合 87，596 87，596 

そ グ〉 他 516，548 516，548 

計 7，666，684 590 21，841 512，036 8，201，151 

軽自 動 車税 28.817千円

入湯税 10.031千円

特別土地保有税 157千円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

昭
和
回
年
度
国
保
会
計
歳
入
歳
出

最
終
予
算
は
、
二
十
億
二
千
六
百
七

十
三
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
額
は
、
歳
入
二
十
億
六
千
四

〈単位:千円〉

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

国民健康保険税 849，476 847，517 99.8 % 41.0 % 

使用料及び手数料 130 143 110.0 。
国庫支出金 976，511 971，435 99.5 47.1 

療養給付費交付金 63，720 107，708 169.0 5.2 

県支出金 1，303 1，480 113.6 0.1 

共同事業交付金 14，585 15，149 103.9 0.7 

繰 越 金 114，944 114，945 100.0 5.6 

諸 ijY， 入 6，062 5，960 98.3 0.3 

歳入合計 2，026，731 2，064，337 101.9 l∞.0 

入歳

保険税保険給付費

百
三
十
三
万
七
千
円
、
歳
出
十
九
億
三

千
五
百
十
二
万
九
千
円
と
な
り
、
実
質

収
支
は
一
億
二
千
九
百
二
十
万
八
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

〈単位:千円〉

区 分 予 算 額 決算額 支出割合 構成比

総 務 費 51，836 49，827 96.1 % 2.6 % 

保険給付費 1，303，945 1，255，314 96.3 64.9 

老人保健拠出金 605，139 605，138 100.0 31.3 

共同事業拠出金 14，280 14，279 100.0 0.7 

保健施設費 9，820 9，009 91，7 0.4 

rム~ 債 費 576 。
諸支出金 2，325 1，562 67.2 0.1 

子 {席 費 38，810 。
歳出合計 2，026，731 1，935，129 95.5 100.0 

出歳

(5) 
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会
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決
算
で
は
、
収
益
的
収
入
、
五

三
四
、
八
七
八
千
円
に
対
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、
収
益
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支
出
、
五
O
八
、
二
六
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千
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で
、
当

年
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純
利
益
、
二
六
、
六
一
六
千
円
が

計
上
さ
れ
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金

二
九

O
千
円
と
あ
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せ
て
未
処
分
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剰
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金
、
二
六
、
九
O
六
千
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り

ま
し
た
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業

務

状

況ニ
七
、
二
七
二
人

九
、
五
五
七
戸

⑥
給
水
人
口

⑨
給
水
戸
数

⑥
年
間
総
配
水
量四

、八
二
ハ
、
五
O
七
川

⑥
年
間
給
水
量三

、
三
五
二
、
二
八
九
川

⑥
年
間
有
効
水
量
率
七
一

・
七

%魚津中央線配水管布置工事

〈単位:千円 〉

科 目 金額 科 目 金額

営業 費 用 395，247 営業収益 531，510 

原水及び浄水費 39，523 給水収益 347，855 

配水及び給水費 44，921 受託工事収益 177，947 

受託工事費 162，881 その他営業収益 5，708 

総 係 費 82，534 営業外収益 3，368 

減価償却費 65，375 受取利息 3，201 

資産減耗費 5 雑 収 益 167 

その他営業費用 8 

営業外 費 用 113，015 

支払利息 113，015 

当年度純利益 26，616 

l口k 計 534，878 メ口入 計 534，878 

59年度損益計算書〈単位:千円〉

科 目 金 額 科 目 金 客買

固定資産 1，907，347 流動負 債 20，605 

土 地 66，793 未 払 金 13，617 

建 物 82，878 前 1tι 金 75 

構 築 物 1，538，779 その他流動負債 6，913 

機械及び装置 214，650 資 本 金 1，924，557 

車両運搬具 2，695 自己資本金 140，561 

工具、器具及び備品 1，501 借 入 資 本 金 1，783，996 

施設利用権 41 剰 余 金 147，329 

投 資 10 資本剰余金 43，123 

流動 資産 185，144 利益剰余金 104，206 

現 金預金 140，896 

未 収 金 35，813 

貯 蔵 金 3，435 

その他流動資産 5，000 

l口k 言十 2，092，491 lロL 計 2，092，491 

59年度貸借対 照 表
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水
ま
す
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
「
排

水
設
備
」
は
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者

が
作
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
「
排
水
設
備
」
を
設
置
し
て
い
た

だ
く
こ
と
よ
り
、
初
め
て
公
共
下
水
道

の
設
備
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
す
は
、
汚
水
を
下
水
本
管
に
速
く
、

円
滑
に
導
き
、
検
査
や
修
理
、
掃
除
を

容
易
に
す
る
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

ま
す
に
は
、
排
水
設
備
と
公
共
下
水
道

と
の
接
続
部
分
の
ま
す
、
宅
地
内
の
排

水
・管
ど
う
し
を
接
続
す
る
ま
す
な
ど
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

-
水
洗
便
所
の
設
置

も
し
、
例
え
一
軒
の
家
で
も
、
く
み

取
り
軍
附
の
ま
ま
だ
っ
た
り
、
台
所
や

風
呂
場
の
汚
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
溝
に

流
し
た
の
で
は
、
カ
や
ハ
エ
の
す
み
か

に
な
っ
た
り
、
く
さ
い
臭
い
が
出
て
、

そ
の
家
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
家
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

台
所
や
風
呂
場
な
ど
の
汚
水
を
下
水

道
に
排
除
す
る
排
水
設
備
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
く
み
取
り
便
所
は
、
処
理
区
域
に
告

示
さ
れ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
す
る
よ
う
に
下
水
道
法
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
公
共
下
水

道
へ

処
理
区
域
内

で
は
、
し
尿
浄

化
槽
が
必
要
で

な
く
な
り
ま
す

の
で
、
排
水
設

備
工
事
と
同
時

に
、
撤
去
あ
る

い
は
埋
立
を
し

て
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽

を
廃
止
し
な
い

と
、
従
前
ど
お

り
の
維
持
管
理

が
必
要
で
す

0

・
ト
ラ
ッ
プ

台
所
の
流
し

台
や
水
洗
便
所

な
ど
の
下
に
つ

い
て
い
る
S
型
、

U
型
の
も
の
で
、

下
水
管
内
の
悪

臭
や
ガ
ス
の
逆
流
を
防
ぐ
役
目
を
し
ま

す
。
魚
津
市
で
は
、
こ
の
ト
ラ
ッ
プ
の

設
置
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。ヘ
次
回
は

「
下
水
道
の
正
し
い
使
い
J

F

か
た
」
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

」

質
問
に
お
答
えし

ま
す
。

問

受
益
者
負
担
金
を
払
う
と
水
洗
便

所
の
改
造
ま
で
市
で
や
っ
て
く
れ
る
の

カ答

負

担
金
で
お
こ
な
う
の
は
、
公
共

の
下
水
道
施
設
で
す
。
水
洗
便
所
ま
た

は
家
庭
か
ら
の
台
所
や
風
呂
場
の
水
を

〈排水設備完成図〉

)

園
理

台
所
排
水
納
一
鵠

有
一
務

平
山
一
臨
時

}
洗

面

器

れ

一

棚

水

一
備

下
一
一
絞

凡
E

-
b
R
P

浴

室

排

水

制

一
蜘

流
す
俳
水
施
設
は
、
み
な
さ
ん
の
負
担

で
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問

自
分
で
浄
化
槽
を
持
っ
て
お
り
、

水
洗
便
所
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
負
担

金
は
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答

浄
化
槽
は
、
下
水
道
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
下
水
道
施
設
は

水
洗
便
所
だ
け
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

か
た
が
多
い
の
で
す
が
、
公
共
下
水
道

に
は
、
{
丞
挺
か
ら
流
れ
出
る
汚
水
も
、

便
所
の
し
尿
も
は
い
り
ま
す
。
浄
化
槽

が
あ
っ
て
も
、
負
担
金
は
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
質
に
つ
い
て
の

-
ロ
メ
宅

∞
一
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
竜

B

水
の
汚
れ
具
合
を
あ
ら
わ
す

記
号
で
、
そ
の
数
値
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
汚
れ
を
示
し
ま

す。ω化
学
的
酸
素
要

E
E

C

-中
の
汚
れ
た
成
分
が
分
解
す

る
と
き
消
費
す
る
酸
素
量
を

示
す
記
号
で
、

B
O
D
と
同

じ
く
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚

れ
を
示
し
ま
す
。

ω…
溶
存
酸
宅
需
に
溶
け
て

い
る
酸
素
の
量
を
示
す
記
号

で
、
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ

ど
水
の
き
れ
い
さ
を
示
し
ま

す。

お
一

浮
遊
物
。
水
中
に
浮
遊
し
て

い
る
物
質
の
量
を
示
す
記
号

で
、
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ

ど
に
ご
り
具
合
を
示
し
ま
す
o

m
山
万
分
の
l
の
物
嘗
亘
を
示

P

す
単
位
。

BOD 3ppm以下

アユでもすめます

BOD 5ppm 

フナ、コイならすめます

BOD IOppm 

ドジョウしかすめません

BOD 20ppm以上

魚はすめません

(7) 
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遺
族
基
礎
年
金

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
時
、

家
族
は
す
ぐ
生
活
に
困
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
残
さ
れ
た

家
族
の
生
活
の
支
え
に
な
る
も
の
と
し

て
設
け
ら
れ
た
の
が
遺
族
年
金
で
す

0

・
妻
の
国
民
年
金
加
入
に
よ
る
給
付
か

ら
夫
の
加
入
に
基
づ
く
給
付
に
・

現
在
の
母
子
(
準
母
子
)
年
金
は
、

支
給
を
、
つ
け
る
妻
が
国
民
年
金
の
被
保

険
者
で
あ
り
、
ニ
疋
の
納
付
要
件
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
年
金
制
度
で
は
、
死
亡
し
た
夫
の

納
付
要
件
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。受

給
要
件
は
、
夫
が
国
民
年
金
の
加

入
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

資
格
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
加
入
者
の
死
亡
の
場
合

は
、
そ
の
人
が
死
亡
し
た
月
の
前
に
加

入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
保
険
料
を
納

め
て
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
(
免
除

期
間
を
含
む
)

な
お
、
昭
和
七
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
は
、
こ
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
て
も

死
亡
目
前
の
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納

期
間
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

-
支
給
さ
れ
る
の
は
、
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
供
で
す
・

加
入
者
が
死
亡
し
た
当
時
、
そ
の
人

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た

ω十
八
歳
未
満
の
子
ま
た
は
二
十
歳

未
満
で
障
害
の
あ
る
子
を
も
っ
妻

ω十
八
歳
未
満
の
子
ま
た
は
二
十
歳

未
満
で
障
害
の
あ
る

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
の
ほ
と
ん
ど

の
人
が
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
残
さ

れ
た
母
子
の
生
活
は
、

遺
族
年
金
で
保
障
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
A
V
遺
族
基
礎
年
金
の

額
A
V

遺
族
基
礎
年
金
の

額
は
、
六
十
万
円
(
月

額
五
万
円
)
プ
ラ
ス

子
の
加
算
で
す
。

円…………………
遜
郵
務
一途
…刑判漣
…築
…遜
…齢
…径
一九…金
…制泌総
…………一……………………………

一………………………日………
愛
隊
法

……縦
一挙

……泌
総
…穣
滋
麓
…恋
……………………………………………

…………………
滋
…じ

……ま
じ
…川被安
…淀
川一一一一…

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
毎
年
誕
生
月

に
、
生
存
を
確
認
す
る
た
め
の
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
L

を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
、
提
出
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
と

社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
あ
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
誕
生
月
の
末
日
ま

で
に
市
民
課
の
証
明
を
受
け
て
社
会
保

険
庁
に
届
く
よ
う
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
が
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

妻に支給される場合 (昭和59年度価格)

子に支給される場合 (昭和59年度価格)

/
障
害
年
金
受
給
者
の
「
加
算

対
象
現
況
届
」
に
つ
い
て
/

現
在
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

社
会
保
険
庁
よ
り
「
加
算
対
象
現
況
届
」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

十
八
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る

人
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
市
民
課
年

金
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
加
算
の
対
象
と
な
る
子
供

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生

れ
た
子
又
は
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日

以
降
に
生
れ
た

l
級

・
2
級
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
子
供

O
届
出
に
必
要
な
書
類
等

1
国
民
年
金
証
書

2
住
民
票
の
謄
本

3
十
七
歳
以
上
の
子
が
障
害
の
状
態

(8) 

に
あ
る
と
き
は
診
断
書
(
国
民
年

金
診
断
書
)

4

印

鑑

O
加
算
額

二
人
固
ま
で
は
一

人
に
つ
き
十
八

万
円
、
三
人
目
か
ら
は
一
人
に
つ
き

六
万
円
の
加
算
が
つ
き
ま
す
。

な
お
、
届
出
後
、
お
子
さ
ん
を
扶
養

し
な
く
な
っ
た
と
き
や
、
満
十
八
歳
に

な
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

住全J

司

全合 す。ま所などi行事てL 市で .4ー~ I 
座講 知おをら 同 〈 ア l 5ど 市レ l
震断 せ 政 ホ l

主 情・ン (

談宰ていない物など {口勉の =言【r~【面 ト、ー 11 

へのお 3お
(ず 毒認 6問 〉ス
線内 ミ覧王 ユノ o い~ O官J、

。合

3 二f a番わ 利

旦元望相市民は サピl てし ¥へ一ーせは〆 ・F国H ー・

っス さく を
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冬
期
間
は
、
雪
の
た
め
道
路
の
巾
員

が
狭
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
ス
リ
ッ

プ
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
や
交
通
渋

滞
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
、
路
上
駐
車
を
し
ま
す
と
次
の

よ
う
な
障
害
が
あ
り
ま
す
か
ら
や
め
ま

し
ょ
、
っ
。

川
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

路
上
駐
車
を
し
ま
す
と
、
そ
の
陰
か

ら
歩
行
者
が
急
に
と
び
出
し
て
車
に

は
ね
ら
れ
る
事
故
が
起
き
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
々
両
を
さ
け
よ
う
と
し

て
事
故
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

∞
交
通
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

雪
の
た
め
道
路
が
狭
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
路
上
駐
車
を
し
ま
す
と
、

そ
こ
を
通
る
車
は
進
路
を
変
え
な
け

鐙墨勤こ協力し、
道路を広く安全に利用しよう。

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
交
通
の
流
れ

を
乱
し
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
お
互

い
に
注
意
し
、
路
上
駐
車
を
追
放
し

ま
し
ょ
う
。

ω除
雪
作
業
の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

一
夜
の
う
ち
に
相
当
の
雪
が
積
っ
て

車
が
埋
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
の
除
雪
作
業
は
、
畳
夜
を

と
わ
ず
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
害
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
車
が
雪
の
た
め
埋

ま
っ
て
い
て
、
知
ら
ず
に
除
雪
作
業

を
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
例
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
の
安

全
と
円
滑
を
確
保
し
、
除
雪
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
に
も
、
車
は
必
ず

車
庫
や
空
地
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

6藷臨E歪蚕置場竃B
すま↓J
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通受の他や雪除

魚津市内の交通事故発生状況

12月6日現在

区 分 件数 死者 傷者

昭和60年 188 2 212 

昭和59年 181 2 202 

増減数 +7 i:0 +10 

ロ
月

6
日
夜
魚
津
市
本
新
地
内
で
横

断
中
の
男
性
が
普
通
乗
用
車
に
は
ね
ら

れ
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

1
月
日
日
以
来
続
い
て
い
た
死
亡
事
故

0
の
記
録
が
制
日
で
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し

た
交
通
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
な

か
で
も
歩
行
者
事
故
、
二
輪
車
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

巡
回
交
通
事
故
相

談
所
の
開
設
案
内

富
山
県
交
通
事
故
相
談
は
毎
月
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
の
開
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
1
月
日
日
附

0
2
月
刊
日
附

0
3
月
四
日
附

時
間
・・
・・・・
午
前
日
時
l
午
後
3
時
ま
で

場
所
・・・・
・・
県
魚
津
総
合
庁
舎
内
で
開
設

農
業
者
年
金
に
は
次
の
二
種
類
あ

り
ま
す
。

一
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

に
支
給
さ
れ
る
経
営
移
譲
年
金

二
、
六
十
六
歳
よ
り
死
亡
日
ま
で

に
支
給
さ
れ
る
農
業
者
老
齢
年
金
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
経
営
移
譲
年
金
受

給
者
(
経
営
移
譲
年
金
+
老
齢
年
金

受
給
者
含
)
の
皆
様
に
は
、
自
分
自

身
の
経
営
移
譲
を
再
点
検
し
つ
ぎ
に

述
べ
る
名
義
が
残
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
速
や
か
に
変
更
手
続
を
行
い
名

実
の
伴
っ
た
経
営
移
譲
と
な
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

引
年

3
月
引
日
現
在
ま
で
に
、
変

更
手
続
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合
は

}

自
動
的
に
支
給
停
止
や
年
金
の
取
消

と
な
り
ま
す
。

経
営
移
譲
後
変
更
す
べ
き
諸
名
義
は

農
地
シ
リ
ー
ズ
③

ご
存
じ
で
す
か
農
家
の
み
な
さ
ん

昭和60年度市民税

県民税の納期限は

昭和61年 1月31日

です。

納税調イド

金に
川識を~

的
農
産
物
の
販
売
代
金
の
受
取
、
肥
料

や
飼
料
等
生
産
資
材
の
購
入
名
義
ι

ω住
民
税
に
お
け
る
農
業
所
得
の
申
告

名
義
。

ω農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
区
、
農

協
等
の
組
合
員
名
義
口

ω転
作
奨
励
金
の
受
取
人
名
義
、
水
稲

共
済
細
白
書
名
義
等
。

又
、
こ
の
ほ
か
に
第
三
者
移
譲
し
た

方
の
残
せ
る
名
義
は
、
自
留
地
に
係
る

も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。
(
叩
ア
ー
ル
以

内
)さ

ら
に
、
後
継
者
に
貸
し
付
け
た
農

地
を
返
し
て
も
ら
っ
た
り
他
人
に
貸
し

付
け
及
び
売
り
渡
し
た
場
合
も
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ
。

宮
②
2
2
0
0
番
内
線
2
8
3

(9) 
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図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
・
・
・
⑩

読
み
た
い
本
を
続
み
た
い
人
へ

去
年
の
文
学
賞
受
賞
作
品
の
中
か
ら

ご
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

江
戸
川
乱
歩
賞

(
第
出
回
)

森

雅

裕

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

は

子
守
唄
を
歌
わ
な
い

東

野

圭

吾

放

課

後

大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

(
第
時
国
)

気
が
つ
け
ば
騎
手

の
女
房

北
日
本
文
学
賞

(
第
四
回
)

桂
城
和
子
風
に
棲
む

谷
崎
潤
一
郎
賞

(
第
幻
回
)

村
上
春
樹
世
界
の
終
り
と
ハ

ー
ド
ボ
イ
ル
ド
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

直
木
賞

(
第
幻
回
)
上
半
期

山
口
洋
子
演
歌
の
虫
・
老
梅

日
本
推
理
作
家
協
会
賞

(
第
諸
国
)

長
編
部
門

北

方

謙

三

皆

川

博

子

吉
永
み
ち
子

渇
き
の
街

壁

・
旅
芝
居
殺
人

事
件

評
論
そ
の
他
の
部
門

佐

瀬

稔

金

属

パ

ッ

ト

殺

人

事
件

松

山

巌

乱

歩

と

東

京

日
本
文
学
大
賞

(
第
口
回
)

文
芸
部
門

中
村
真
一
郎
冬

学
芸
部
門

キ
ー
ン

・
ド
ナ
ル
ド

百
代
の
過
客

吉
川
英
治
文
堂
貴

(
第
四
回
)

結

城

昌

治

終

着

駅

競
売
「
女
性
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
」
大
賞

(第
6
回」

藤
村
志
保
脳
死
を
こ
え
て

荻

原

恵

子

花

冷

え

清
水
ま
ち
子
迎
え
坂

借
り
出
し
は
、

3
冊
2
週
間
ま
で
で

無
料
で
す
。

予
約
は
、
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(
旧
水
族
館
あ
と
)

ぬ n ケ
り 日 ン |
え 品 玉 |
.6、 ¥lN _ 

5 4き;
時 め

J 行

事

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

1
月
の
お
し
ら
せ

初
日
伺
え
い
が
会

燃
え
ろ
ア

l
サ
1

4
じ
か
ら
、

4
じ
初
ぷ
ん

ま
で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
。

※
こ
ど
も
の
へ
や
で
は
、
毎
月
第

1
と
第
3
月
曜
日
の
4
じ
か
ら
こ

ど
も
会
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

合
(
⑪

2
4
0
2

日
日
幽
・
白
日
幽

〔
新
年
お
楽
し
み
会
〕

ロ
日
制

2
時
l

カ
ル
タ
大
会
と
ゲ
l
ム
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〔
し
お
り
作
り
〕

口
日
倒

4
時
1

〔
な
わ
と
び
遊
び
〕

n日
附

4
時
ー

な
わ
と
び
持
参

〔
切
り
紙
遊
び
〕

μ
日
幽

4
時
i

〔
将
棋
大
会
〕

お
日
同

2
時
i

申
し
込
み
M
日
ま
で

〔
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
挑
戦
日
〕

5
日
同
・
凶
日
目

2
時

i

φ
館
内
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
紹
介

、
ー
空
気
い
す
1
(か
ぺ
に
背
を
つ
け
て
足

4
時

1

を
卯
曲
げ
ど
れ
だ
け
が
ん
ば
れ
る
か
)

一位

1
簡

券

諺
上
楽
敦
史
(
ト
野
方
小

4
年)
:・
全
国
一
位
の
記
録
達
成
/

二
位

U
分
引
い
秒
高
松
泰
彦
(
大
町
小
2
年
)

最
初
分
努
金
谷
麻
衣
子
(
寄
小
2
年
)

H
腹
筋
運
動
H

加
回
橋
本
喜
洋
(
吉
島
小
6
年
)

マ
毎
週
の
行
事

。。

日 土 金 木 火 日程

体 すこ7正月 幼 l ピ
幼児

操 児 lレ| 行

ク
ろく iE藍J ク ク /チて ク

事
」カ フ プフ レ フ

フ
寺穿 ルタ プ

ポ
プ 名

プ B A 

10 2 10 4 10 
時 時 時 時 時 時
30 30 30 
分 分 分 間

※
幼
児
ク
ラ
ブ
は
、
凶
日

ωよ
り
始

め
ま
す
。

〈
今
月
の
休
館
日
〉

1
日
1
3
日
・

6
日
・
日
日

・
日
日

・
初
日

・幻
日

青
少
年
育
成
市
民
会
議
だ
よ
り

昨
年
、
日
月
幻
日
、
全
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
に
ち
な
ん
で
、
青
少

年
育
成
富
山
県
大
会
が
県
民
会
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
優
良
青
少
年
団
体
等
顕

彰
及
び
「
家
庭
の
日
」
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
市
よ
り
次
の

個
人
、
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

。
優
良
青
少
年
団
体
等
顕
彰

(
青
少
年
育
成
富
山
県
民
会
議

会
長
賞
)

-
青
少
年
指
導
者
の
部

米
津
賢
太
郎

.
青
少
年
団
体
の
部

新
川
女
子
高
校

生
徒
会
里
孫
の
会

。

「
家
庭
の
日
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

(
富
山
県
知
事
賞
)

作
品
の
部
佳
作

明
石
希
子
(
西
部
中
二
年
)
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ご
寄
付あ

り
、
か
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
図
書
館
)

前
魚
津
市
長

手B

氏

金

光

金
子
鴎
亭
書

大
伴
家
持
が
早
月
川
を

詠
ん
だ
歌

立
山
の
ゆ
き
し
く
ら
し
も
延
槻
の

河
の
渡
り
瀬
あ
ぶ
み
つ
か
す
も

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

資
料
館
で
は
、
貴
重
な
民
俗
資
料
と

し
て
展
示
の
予
定
で
す
が
、
よ
り
多
い

資
料
の
充
実
を
図
り
た
い
の
で
昔
、
生

活
用
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
道
具
、

漁
具
、
農
具
、
衣
類
等
各
{
丞
挺
で
不
用

に
な
っ
て
処
理
を
さ
れ
る
様
な
折
に
は

是
非
御
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
俗
資
料
館
宮
@
7
2
2
0
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
宮
②
2
2
0
0

0
く
し
、
か
ん
ざ
し
花
嫁
衣
萎
守

上

村

木

二

丁

目

吉

森

栄

0
小
だ
ん
す
、
御
膳
、
鍋
、
手
鈎
、
ひ

っ
他
三
十
点

北
鬼
江

木

内

O
唐
箕
、
脱
殻
機
外
二
点

下

椿

松

崎

正
義

磯
j台

O
あ
ん
か
、
飯
台
、
釜
、
古
農
衣

天

神

野

新

関

口

浅

之

川

O
稲

株

割

用

鍬

川

市
で
は
現
在
建
設
中
の
六
郎
丸
団
地
三
号
棟
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

黒

谷

大

江

源

治

川

ま
す
。
新
住
宅
へ
の
入
居
は

4
月
1
日
の
予
定
で
す
。

O
ミ
ソ
ス
リ
臼
、
き
ね
、
株
割
用
き
ね
〉

O
所

在

地

六

郎

丸

五

五

七

源

泉

徴

収

票

吉

島

西

田

清

川

O
構

造

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

川

そ

の

他

の

所

得

者

は

、
年
間
所

O
餅

っ

き

用

、

き

ね

、

う

す

〉

四

階

建

得

を

確

認

で

き

る

市

町

村

長

の

上

村

木

一

丁

目

南

良

作

〈

O
間
取
り
六
帖
二
問
、
四
帖
半
一
所
得
証
明
書
又
は
所
得
税
確
定

O
鉄

製

大

鍋

及

び

鉄

輪

カ

マ

ド

い

問

、
食
堂
兼
台
所
、

浴

申

止

呈
回
の
写
し

O
丸
型
セ
イ
ロ
外
七
点

〈

室

、
便
所
、

バ

ル

コ

ニ

四

、
同
居
の
親
族
に
つ
い
て
、
事
実

平

伝

寺

沢

田

要

松

〉

l
、
サ
ン
ル
ー
ム
な
ど
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

。
二
又
鋤
、

小
型

謄

写

版

一

式

〈

一

戸

当

り

七

0
・
八
平

に

あ

る

人

又

は

婚

姻

予

定

の

人

大
漁
旗
、
四
角
一
斗
桝
等
外
五
点

〉

方

メ

ー

ト

ル

は

そ

れ

を

-証
明
す
る
書
類

経

団

中

町

浜

田

久

子

〈

マ

募

集

戸

数

十

六

戸

申

込

書

や

提

出

書

類

に

い

つ

わ

り

の

O
五

ツ

玉

ソ

ロ

パ

ン

い

マ

申

込

期

間

引

年

1
月
初
日
か
ら
2

記
載
が
あ
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

江

口

米

多

美

三

男

〈

月

お

日

ま

で

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

O
ヤ
マ
ハ
オ
ル
ガ
ン
及
椅
子

山

マ

家

賃

二

九、

0
0
0円
な

お

申

込

者

が

多

数

の

場

合

は

抽

選

中

央

通

り

浜

田

峯

男

川

マ
入

居

資

格

に

よ

り

決

定

し

ま

す

。

O
石
製
の
分
銅
、
天

ぴ

ん

は

か

り

〉

一

、
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有

※
申
込
書
等
詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課

上

村

木

畑

山

道

堅

川

す

る

こ
と
。

建
築
住
宅
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

O
売

薬

用

荷

皮

カ

バ

ン

等

一

式

〉

二

、現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
ょ

三

田

成

瀬

忠

弘

川

う

と

す

る

親

族

が

あ

る

こ

と

。

O
旧
陸
軍
将
校
正
装
軍
服
外

一

式

〉

三

、
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

万
剣
二
振
、
鍔
等
五
点

〈

四

、入
居
者
の
収
入
が
公
件
再
任
宅
法

文

化

町

向

井

む

ら

〉

に

定

め

ら

れ

て

い

る

収
入
基
準

O
深
雪
わ
ら
じ
、
箕
、
鈎
、
斧
、
鈍
、
〈
内
で
あ
る
こ
と
。

洗
濯
板
、
す
の
こ
編
機
外
二
十
点
い
マ
申
込
先

宇
奈
月
町
音
沢
佐
々
木
直
盛
ハ
建
設
課
建
築
住
宅
係

O
長
持
、
小
単
笥
、
竹
製
ひ
っ
、
蚊

帳

川

内

線

2
7
7

弁
当
箱
、
ト
ラ
ン
ク
外
漁
具
十
点
ハ
マ
申
込
み
に
必
要
な
書
類

本
町
二
丁
目
猟
沢
富
雄
…
一
、
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

O
古

大

太

鼓

二

個

〈

二

、

住

民

票

浅
生
部
落
代
表
久
崎
清
作
〉
三
、
収
入
を
証
明
す
る
も
の
。

O
ま
ん
が
二
個

川
間
給
与
所
得
者
に
あ
っ
て
は
市
町

金

山

谷

正

夫

〉

村
長
の
証
明
書
又
は
前
年
分
の

石
橋

。1)
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
国
保
で
で
き
る
歯
の
治
療
、
家
庭
療
法

小
百
科
、

一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家

庭

療

法小

百

科

ス.

症

腰
が
冷
え
る
、
背
な
か
が
冷
え
る
、

手
足
が
冷
え
る
、
と
訴
え
る
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
年
寄
り
ゃ
女
性
に

と
く
に
多
い
も
の
で
す
。
こ
れ
を
自
分

は
冷
え
性
な
ん
だ
と
体
質
の
た
め
と
思

い
込
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
実
は

病
気
の
一
つ
で
す
。

原
因
と
し
て
多
い
の
は
血
液
循
環
(
血

の
め
ぐ
り
)
が
よ
く
な
い
こ
と
。
こ
の

た
め
に
体
に
う
つ
血
す
る
部
分
と
貧
血

す
る
部
分
が
起
こ
り
、
貧
血
す
る
と
こ

足温器

ろ
が
冷
え
冷
え
し
ま
す
。
こ
れ
は
自
律

神
経
の
失
調
そ
の
他
の
障
害
に
伴
っ
て

も
起
こ
り
ま
す
。
こ
と
に
ア
レ
ル
ギ
ー

性
の
病
気
が
あ
る
人
に
は
、
冷
え
症
が

多
い
の
で
、
鼻
か
ぜ
を
よ
く
ひ
い
た
り
、

じ
ん
ま
疹
、
ぜ
ん
そ
く
を
起
こ
す
よ
う

な
人
は
、
ふ
だ
ん
冷
え
症
の
手
当
を
十

分
行
な
う
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

〈冷
え
症
の
な
お
し
方
〉

①
食
事
の
く
ふ
う
を
し
よ
う

肉
や
卵
を
と
り
す
ぎ
て
い
た
人
は
、

魚
、
野
菜
、
海
草
を
十
分
と
る
よ
う
に

食
事
内
容
を
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
野

菜
食
の
多
か
っ
た
人
は
、
逆
に
肉
、
卵

を
と
り
入
れ
て
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
し
ま

す
。
食
事
の
改
善
と
と
も
に
、
運
動
も

た
い
せ
つ
で
す
。
果
物
は
体
を
冷
や
し

ま
す
。
冷
え
症
の
治
療
を
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
ま
ず
果
物
を
止
め
る
こ
と
が
第

一
で
す
。

②
風
呂
は
水
と
湯
を
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
に

は
じ
め
水
風
呂
で
体
を
冷
や
し
、
次

に
お
湯
に
は
い
っ
て
、
こ
れ
を
繰
り
返

し
ま
す
。
こ
れ
を
夏
の
う
ち
か
ら
始
め

て
体
を
慣
ら
し
ま
す
。
設
備
的
に
困
る

人
は
、
水
タ
オ
ル
を
体
に
当
て
て
か
ら

国 保 で で き

歯の
る

療
現在、国保で行われている歯の治療

には、次の二つの方法があります。

お
湯
に
は
い
り
ま
す
。
ま
た
別
の
方
法

と
し
て
、
腹
か
ら
下
だ
け
二

O
分
ほ
ど

お
湯
に
ぬ
か
る
下
半
身
浴
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

③
亀
の
子
た
わ
し
で
全
身
ま
さ
つ

石
け
ん
を
つ
け
て
全
身
を
ご
し
ご
し

ゃ
る
と
痛
み
は
や
わ
ら
ぎ
ま
す
。
こ
れ

が
無
理
な
ら
乾
布
ま
さ
つ
で
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
と
く
に
下
半
身
を
て
い
ね
い

に
ま
さ
つ
し
ま
す
。

④
毎
日
、
柔
軟
体
操
で
ひ
と
汗
を

冷
え
症
の
女
性
に
は
骨
盤
が
狭
く
、

ゆ
が
ん
だ
り
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で

す
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
体
操
で
矯
正
で

き
ま
す
。
運
動
そ
の
も
の
も
た
い
せ
つ

治

①保険診療 (窓口で3割または2割を支払う )

保険の材料では、十分な歯の

治療ができないなどと考えない

でください。

今は保険でも通常必要な治療

は十分できます。それには保険

証を提示し、はっきりと 「保険診

療でお願いします」 と申し出て

ください。

で
す
。
毎
日
気
長
に
欠
か
さ
ず
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

糖 lーl
尿|旦|

の病 l享!
どと)

の
渇
き

糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
、
の
ど
の
渇

き
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前

か
ら
お
茶
好
き
の
人
は
気
が
つ
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
夜
、
の
ど
が
渇

く
の
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
せ
い
と
決
め
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

ど
う
し
て
の
ど
が
渇
く
か
と
い
、
へ
は
、

糖
尿
病
で
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の

(12) 

②材料差額制度

(国保との差額負担)

前歯 (左の糸切歯から右の糸

切歯までの上 6本、下 6本、計

12本)に保険で使えない材料を

希望すると、この材料の購入価

格と保険で使用される価格との

差額をみなさんが負担する方法

です。

濃
度
(
血
糖
値
と
い
う
)
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
が
ジ
ン
臓
か
ら
も
れ
出
し

て
原
に
出
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
が
も
れ
出

す
と
き
に
は
水
を
伴
う
の
で
尿
の
量
が

ふ
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
の
水
分
が
失

わ
れ
、
の
ど
が
渇
く
の
で
す
。

水
を
飲
む
の
は
糖
尿
病
に
よ
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
の
ど
の
渇
き

は
、
か
ら
だ
の
な
か
の
水
分
が
足
り
な

い
と
い
う
信
号
な
の
で
す
か
ら
、
十
分

に
飲
ん
で
、
水
分
を
補
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。治

療
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
が
治
っ
て

く
れ
ば
、
の
ど
も
渇
か
な
く
な
り
ま
す
。
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1
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは ft22-2200 (内線231) 

詰|百 11JI官|官 I~ I ~ I ~ I詰
(日)I (日)I (日)I附 I(日)I (同 |幽 |附 |附

だより〈叩

沢
口
内
科

医
院

沢
口
外
科

医
院

鈴
木
産
婦

人
科
医
院

平
井
医
院

深
川
病
院

船
崎
医
院

堀
井
医
院

桝
崎
医
院

松
井
医
院

長i|医師|号|号|号|医師|号
火
の
宮
町

宮

@
1
7
4
8

本

江

宮

@
1
7
5
7

双

葉

町

宮

@
8
8
2
0

末

広

町

宮

@
0
8
8
8

鴨

川

町

宮

@
5
7
8
0

本

町
宮

@
3
9
1
2

吉

島
宮

@
0
1
0
0

中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

本

江

宮

@
0
7
4
5

午

昨日

も

i

-
除

-，-
E
d
 

L

後
、
午

は

ら

聞
か

時

時
療
引

診

前

※
 

上

村

木

宮

@
0
7
6
5

黒
部
市
三
日
市

宮

@
3
2
2
5

黒
部
市
三
日
市

宮

@
0
4
1
8

黒
部
市
生
地
経
新

宮

@
8
0
4
0

黒
部
市
三
日
市
大
町

宮

@
0
1
6
4

黒
部
市
三
日
市

宮

@
3
3
7
8

黒
部
市
三
日
市

宮

@
0
7
2
7

黒
部
市
東
=
百
市

宮

@
0
1
6
7

黒
部
市
天
神
新

宮

@
0
0
7
0

胃腸と財布に負担かけ。
内 f円h茸・ 対 象 と き と ー ろ 備 考』

3か月児健診 3か月児
1月9日(木) 13:00-14:00 

1月23日休) 13 : 00 -14 : 00 

8か月児健診 8か月児
1月10日倒 9:00-10:00 魚津保健所

2月7日幽 9:00-10:00 

1歳 6か月児健診 59年6月生まれの幼児 1月24日倒 13:00-14:00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一歩
麻しん (はしか)の接

種券を発行します。
57.12.16-57.12.31 生まれの幼児 1月8日(水) 13:00-14:00 

3 歳児健診 58.1. 1-58 .1.15生まれの幼児 1月22日(水) 13 :00-14: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一歩 尿の検査があります。

58.1.16-58.1.31生まれの幼児 2月5日や'Jc) 13:00-14:00 

母 親 声~ι 級 妊婦とその家族 1月17日幽 9: 30-16: 00 ー._--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー今
昼食をご持参くださ
し、。

歯 の 相 芸民火史 乳幼児と妊婦 1月24日幽 9:00-12:00 ーーーー---ーーー・ーー・・・・・・・・ー-ー-l・ 予約制

心の健康相談 一般市民 1月21日(刈 13 :30-15 :00 ーーー----------------------)砂 老人ボケの相談も受けます。

健 康 相 吾員火火 一 般市民
1月16日休) 13 :00-15 :00 市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図

1月14日(刈 10 : 00 -II : 30 百 楽 荘 診察が受けられます。

毎週月・金曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 加積公民館

健 康 体 操 毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 村木公民館
o体操の出来る服装

と 一般市 民
毎週火曜日 13 :30-15 :00 西布施公民館 でおいでください。

毎週水曜日 10 : 00 -II : 30 相ノ木公民館 0 日を決めて健康相

健 康 相 吾昆火火 毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 談もしています。
毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団公民館

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -ll : 30 本江公民館

機 首E ヨ11 練 脳卒中後遺症のある人
1月9日附 10 :00-15 :00 

百 楽 荘
0訓練は10:00-12:00

〈リハビリテーション〉 1月23日(ホ) 10:00-12 :00 0診察は13:00-14:00

1月20日(月) 13 :00-15 :00 松倉生活改善センター

健 康 相 吾員9dtt 一般 市民
1月14日(刈 13: 00 -15: 00 長引野公民館

1月31日幽 9:30-11:00 上島尻公民館

1月28日(刈 9:30-11 :00 石垣新公民館

食べすぎは、重層唾£

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

利
用
の
ご
案
内

砂
診
察
室

(13) 

日
曜
日
・祝
日
な
ど
休
日
の
夜
間
に
、

医
師
の
診
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
診

療

日

日

曜

日

・
祝
日

年
末
・
年
始

(
ロ
月
初
日
1

1
月
3
日
)

お

盆(
8
月
比
日

1
日
日
)

午
後
7
時
i
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

新
川
地
区
休
日
夜
間
急

患
医
療
セ
ン
タ
ー

黒
部
市
三
日
市
(
国
道

8
号
線
黒
部
警
察
署
向

側
)

宮

@
0
7
3
1

@
0
7
3
2
 

O
診
療
時
間

O
診
療
科
目

。
施
設
名

。
場

所
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み
ん
砲
の
ま
.
漏
E
m
d

第
Mm
回

魚
津
市
民
体
育
大
会

ス
キ
l
競
技
会
の
開
催

2
月
2
日
目

午
前
8
時
j

マ
と
こ
ろ
大
谷
ス
キ
l
場

マ
参
加
対
象
市
内
の
小
学
生
以
上
の

在
住
者
及
び
通
勤
・
通
μ
孟台

マ
種
目
ス
ラ
ロ
ー
ム
(
回
転
競
技
)

マ
種
別

0
小
学
校
の
部

・
学
校
対
抗
団
体
戦

マ
と

き

-
個
人
戦
①
低
学
年
男
・
女
の

部

(
1
・2
年
生
)

②
中
学
年
男
・女
の
部

(
3・4

年
生
)

③
高
学
年
男
・女
の
部

(
5・6

年
生
)

O
中
学
校
の
部
(
男
・女
)

O
高
校
の
部
(
男
・女
)

O
成
年
男
子
の
部
(
大
会
当
日
年

齢
)

@
日
歳
以
上
部
歳
以
下
の
部

⑤
幻
歳
以
上
M
歳
以
下
の
部

C
お
歳
以
上
位
歳
以
下
の
部

⑤
必
歳
以
上
の
部

O
成
年
女
子
の
部
(
年
齢
フ
リ
1
)

マ
申
込
み
方
法

1
月

n日

側
ま
で
に
、
市
教
委
体

育
課
、
ま
た
は
総
合
体

育
館
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

マ

日

程

⑥
8

時

受

付

(
大
谷
温
泉
横
ゴ
ー
ル
)

⑥
8
時
初
分
開
会
式

(
大
谷
温
泉
横
ゴ
l
ル
)

⑥

9

時・
小
学
校
男
・
女

・
中
学
校
以
上
女
子

⑨

日

時
・
小
学
校
高
学
年
(
男

子
)
の
部
2
本
目

.
中
学
校
以
上
男
子

1
本
目

@
ロ
時
初
分

・
中
学
校
男
子
以
上
2
本
目

・
小
学
校
の
部

・
表
彰
式

⑥

日

時

閉

会

式

マ
そ
の
他
競
技
上
の
事
故
等
に
つ
い

て
は
、
応
急
処
置
は
行
う

が
、
そ
の
後
の
責
任
は
一

切
負
い
ま
せ
ん
。

。
冬
を
楽
し
く
々

市
民
フ
レ
ッ
シ
ュ

テ
ニ
ス
事
業
の開

催

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス
の

ス
マ
ー
ト
さ
と
楽
し
さ
を
手
軽
に
味
わ

え
る
こ
と
と
、
狭
い
場
所
で
も
体
力
に

応
じ
た
運
動
量
で
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
し
く
大
会
を
加
え
、

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
、
老
若
、
男
女
と
も
、
多
数

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

-R第一
回
市
民
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
大
会

マ

と

き

1
月
刊
日
日
午
前
9
時

マ
場
所
市
総
合
体
育
館

マ
種
目
地
区
対
抗
戦

・
団
体
戦

マ
チ
ー
ム
編
成-

チ
l
ム
3
ダ
ブ
ル
ス

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス

(
2
人
の
合
計

年
齢
別
歳
以
上
)

②
女
子
ダ
ブ
ル
ス
(
合
計
年
齢
フ

リ
l
)

③
混
合
ダ
ブ
ル
ス

(2
人
の
合
計

年
齢
刊
歳
以
上
)

マ*
と 市

き号
レ

⑥⑥ ツ

日 2 1γ 
月月 ユ
5 22子

日日 ニ
ス

19 29教
日日 室

26 

@
3
月
5
日
・
ロ
日

-m

口
u

毎
週
水
曜
日

・
8
回
開
催

午
後
7
時
1
9時

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
者
一
般
・
壮
年

・
婦
人

マ
定
員
初
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
)

マ
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
保
険
料
と

し
て
一
、

0
0
0円
が
必
要

で
す
)

マ
申
込
み
方
法

1
月
四
日
出
ま
で
に

総
合
体
育
館
へ
保
険
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

宮
@
1
2
6
3

ラ
ケ
ッ
ト
及
び
ボ
1

ル
は

主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。

マ
そ
の
他

受
講
生
募
集

魚
津
市
シ
ユ
ニ
ア

水
泳
ス
ク
ー
ル

小学生初級コース 教名室

3月 2 月 1月 15 
回

期
5 26 15 5 31 22 

コ
7 28 19 7 24 

日
12 21 14 29 ス

午後4時30分-5時30分 時間

魚津市内在住の小学 1年 対
生 -6年生で、クロール

象で25m以上泳げない者。

マ

会

場
魚
津
市
総
合
体
育
館
室
内
温
水

プ
l
ル

マ

定

員
お
名
(
先
着
順
で
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
)

マ
受
講
料

八
五

O
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
料

・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

代
)
入
館
ご
と
に
一

O
O円

マ
申
込
方
法

1
月
7
日
1

1
月
幻
日
ま
で

(
毎
日
午
後
2
時
i
午
後
8
時
)

温
水
プ
ー
ル
受
付
に
て
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
八

五
O
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
電
話
で
の
受
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
)

※
現
在
、
水
泳
整
至
を
受
講
し
て

い
る
方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

O
主

催

魚
津
市
教
育
委
員
会

、、‘，，
，，

an『

••••• 
，，E
E

‘、、
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家
族
ぐ
る
み
で
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

マ

と

き

昭

和

日

年

1
月
ロ
日
制

午
前
9
時
初
分
開
始

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
室
内
温
水
プ
!
ル

マ
種
目
年
齢
別
各
種
競
泳
、
ビ
ー
ト

板
レ
l
ス
、
興
味
レ
ー
ス
等

マ
参
加
資
格
市
民
全
般
無
料

(
当
日
受
付
可
能
)

魚
津
市
室
内
温
水
プ
l
ル

宮
②
1
2
6
3

第

6
回
魚
津
市

新
年
水
深

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
月
の歩

こ
う
会

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
日
日
に
海
岸
線
沿
い
早

月
河
口
方
面
ま
で
(
約
二
・

五
キ
ロ
)
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日

午
前
9
時
ま
で
電
鉄
魚
津

駅
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

年
の
始
め
の
裸
の
祭
典
グ

新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の

と
お
り
聞
き
ま
す
。

未
就
学
児
か
ら
年
輩
台
ま
で
の
種
目

を
準
備
し
、
参
加
賞
品
な
ど
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
先

市民スキー教室日程及び内容
スキーシーズン到来/闘魚津市体育協会及び魚津市教育委員会では、市民の

健 康・体力の向 上を 目指 し、市民ひとり 1スポーツの推進を図るため、次のとおり

市民スキー教室を企画しました。市民の皆さん、こぞって参加してください。

亙~こ三 A コ ー- ^ B コ ー ス C コース

期 日 1月 26日(日) 2月 11日(火} 2月 28日紅i'll-3月 2 日(EI)

場 所 大谷温泉スキー場 糸魚川 シーサイドバレースキー場 志賀高原スキー場

対 参象加者 市民全般(小学生以上) 一般 一般男女
親子(5識以上)

募集 人数 50名 80名 80名

大 人ーーーーーーーーーーーーーーーーー-500円
大 人'ーーーーーーーーーー3，000円

参加費 中学生以下ーーーーーーーーー-300円
中学生以下ーーーーー--2，500円 大 人ーー---一'ーーー--16，000円
親 子 (2人 1組) 5，000円

@第 1 日目 (2/28)

市役所前集18:合30一一一1出9:発00 

受 付 8:30 市役所前集6:会30一一出6・発45= 
=ハーハデス キー場(ホテルo):務30 

(スキー場中腹) @第 2 日目 (3/1)

日 程 開講式 9: 00 二-三A子スキー場8:精15一一一終日
終日講習及びスキー

関畦 歪ヨ 9: 30 スキー
@第 3 日目 (3/2)

開講式 15:00 スキー場1出5:発30二，言._子、市役所
ス9キ:00ー-滑12:走00ーーーホ1テ5:ル00 

精一一一解散
発二/"(i"夕食(上越18市・00)= 17: 10 

二，言._子市役所19翁。。

本部及び スキー場中腹休ケイ小屋 民宿「マルシチ」 「ホテル志賀サンバレー」
宿舎 霊堂 0255- 58 - 2538 霊堂 02693-4- 2631

会 費に含 @受講料プ
@千主-mノてスf¥:

@往彼ノてス代 @スポーツ侮害保険料まれる経 @ロー リフト千℃ @スポーツ傷害保険料 @宿泊費 (2泊)、朝食(2 
費 @スポーツ傷害保険料 回)、夕食 (2回)

@参加者が極端に少ない場合は、中止することがあ

その 他
ります。

@定只になり次第締切りま変す更。
@道路状況等により日程を することがあります。

申込み締切日 1月 25日tりまで 2月 5 日b付まで 2月 24日明}まで

申込み先 @魚津市教育委貝会体育課市民スキー)市教民室ス係キ(釈迦堂ト10-1)宮 22-2200(内線310)
@側)魚津市体育協会(総合体育館内 一教室係(本江3311)宮 22-1263

歩<スキー教室日程及び内容
月 日・曜 イベントの種別と場所 集合 (場所・時刻) f商 要

1日嗣
クロカン初詣 黒部市民会館前 移動一電車。 下立(下車・スタート)→金比羅神社。お蹴い、直会。(周遊コ

月 (字奈月町・下立金比羅杜) (7: 00) ース 7.5km

2 2日(日)
クロカン基礎技術教室 魚津市役所前 移動ーマイカー相乗り 。レッスン内容一用具論、歩き方イロハ、パンカ
(魚津市・桃山運動公園) (8:30) ング走法、登行、滑降、旋回、他。

月 16日(日)
クロカンツーリング 入善町斤舎前 移動は貸切パス。舟見寿楽苑(スタート)→棚山(中食・休けい)→辻(終点)

(入善町・朝日町・槻山) (8: 30) →パスで集合地。(周遊コース 15km)

2日(日)
かんじきハイク 魚津市役所前 水尾城は松倉城の支(終城点。移動ーマイカ一。鹿熊(スタート)→水尾城→押

3 (魚津市・水尾城JM:) (8:00) 場峠→大熊→鹿熊 (~in

9日(日)
クロカンツーリング 黒部市民会館前 移動ー電車。 下立(貸ス切タノー〈スト)→嘉例沢への峠→新川牧場→黒部青少年の
(黒部市 ・宇奈月町・新川牧場) (7: 00) 家(終点)。帰りは 。(縦走コース 20km)

月
16日(日)

クロカンツーリング 朝日町庁舎前 移動一貸切パス雁蔵(スタート)→ニ峰スキー場→銚子の口峠→南保小
(朝日町・三峯え) (8: 00) 学校前(終点)0 (峠越えコース 10km)

4 
5-6日 クロカン一泊ツーリング 大糸線中土駅 ※別にくわしい実施要項を定める 。小谷温泉→湯峠→平岩 (25kmの、ソーリ
(土・日) (長野県小谷村・小谷温泉) (5日・午後) ング)。初心者不可。定員 30名。申込みは予約金 5，000円をそえて。

月 20日(日)
テレマークスキー研修会 魚津市役所前 移動ーマイカ参一加。テレマークターンの基礎技術教室及び指導技術の交流。
(魚津市・大杉山ぶどう原) (7:00) 定員 30名。 費 2，000円。申込みはお早目に一一。

月5 11日(日)
クロカンツーリング 立山駅前 移動ーケープルカ一、高原パス。天狗平(下車、スタート)→弥陀ヶ原(終
(立山 ・弥陀ヶ原・天狗平) (7:00) 点)。条件がよければ美女平までツーリング。

※豪雪・雪不足などでコースを変更することがあります。

。 日 程 受付→説明→準備→基本練習→スキーハイキング→反省会→解散といった順序で、解散は 15:00ごろです。途中

で交歓会、自然 ・歴史などの講話、小レースなどの催し物が入ることもあります。今シーズンよりテレマークス

キーのレ ッスンも ……。

。携 行品 クロカン用スキー用具一式(通常のスキー用具は不可)、防寒具、帽子、手袋、ディパック、汗ふき、サングラス、

弁当、間食、欽料、服装は自由(運動しやすいもの、通常のスキーウェアは不適)。

。貸スキー レンタル料一日一式 1，500円 (3/2の場合、貸かんじきあり 500円)。

。 参加 費 500円(当日受付時にいただきます。ただし、 4/5.6，4/20の例会は別に定めます)。

。 申込み先 干937魚津市友道1305-1 佐伯邦夫方宮⑫ 3971へ。

。。



昭和61年 1月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

⑧
⑥
⑤
⑨
 

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

-
身
体
強
健

・
品
行
方
正
で
、
成
績
の

良
い
方

・
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
方

-
日
本
育
英
会
、
富
山
県
奨
学
資
金
、

母
子
福
祉
資
金
な
ど
、
他
の
学
資
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
2
0
0
(
内
線
制
)

-
奨
学
資
金
の

貸
与
に
つ
い
て

日
年
度
魚
津
市
奨
学
資
金
の
貸
与
希

望
者
を
募
っ
て
い
ま
す。

希
望
者
は
、
1
月
初
日
開
か
ら
2
月

初
日
附
ま
で
、魚
津
市
教
育
委
員
会
(
進

学
希
望
者
は
在
学
し
て
い
る
学
校
長
)

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
借
り
ら
れ
る
金
額

・
大
学
生
は
月
額
一
万
八
千
円

・
高
専
生
は
3
年
生
ま
で
月
額
七
千
円
。

4
1
5
年
生
は
一
万
八
千
円

・
高
校
生
は
月
額
七
千
円

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行

規
則
別
表
第

5
号
に
掲
げ
る
障
害
程
度

等
級
1
級
か
ら
4
級
ま
で
の
方
に

つ
い

て
は
、

必
要
と
認
め
た
場
合、

前
項
の

借
り
ら
れ
る
金
額
に
そ
の
5
割
を
限
度

と
し
て
増
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
人
員

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

V
借
り
ら
れ
る
方

.
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

-
人
権
擁
護
委
員
の

お
知
ら
せ

次
の
方
が
、
ロ
月
1
日
付
け
で
、
人

権
擁
護
委
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
の
あ
る
場
合

は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
氏
名
高
島
信
作
氏

。
住
所
魚
津
市
東
尾
崎
三
五
三
七

宮

@
7
2
5
5

-
第
同
国
富
山
県
青
年
海
外

派
遣
及
び
、

第

6
回
富
山
県
婦
人
海
外

派
遣
団
員
募
集

ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
要
項
〕

O
派
遣
国
カ
ナ
ダ

・
ア
メ
リ
カ

O
派
遣
期
間

昭
和
日
年
5
月
中
旬
か
ら十

三
日
間

型基理
募集職種 年曲令 性別 a 金 地区 人員

資 格 経 験

番号 その他

l 溶接工 20-50 男 13.75-20 万円 ー ケ 2 経験者優遇

2 フライス工 18-30 男 12-25 宮 i~ 1 3 技能者優遇

3 自己送員 25-45 男 16.18-17.41 上村木 2 1i皆間半免:以、 t 

4 機金械担設及計び 18-35 男 10.2-14 =口t 野 2 経5年験以上の

5 及機び織機設械計工 18-26 男 10.5-17 司"" 島 5 普免

6 看:-m量婦 20-40 女 10-15 新金屋 2 司直肴以上

7 鉄工雑用 20-60 女 10-15 大 光 寺 2 不問

8 雑 {支 30-50 女 10-12.5 経団西町 不問

9 紳l波士発事服務の 18-40 女 9 -17 本 江 4 高卒以上

10 生花11:.販-造売 20-35 女 8.75-9.5 駅前新町 l 不問

く求人情報〉早急に人を求めています.グ。
団
員
負
担
金
約
十
九
万
円

(
以
上
青
年
、
婦
人
と
も
)

O
募
集
人
員
及
び
資
格

。
青
年
一
般
部
門

約
六
十
名

(う
ち
身
体
障
害
者
三

名
程
度
)

|

|
魚
津
は
男
女
各
二
名
程
度

年
齢
初
歳
以
上
初
歳
未
満

。
青
年
農
業
部
門

約
十
五
名
(
う
ち
農
業
高
校
生
・

短
期
大
学
生
三
名
程
度
)

年
齢
初
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

。
婦
人

約
三
十
名
|
魚
津
は
一
名

年
齢
初
歳
以
上
回
歳
未
満

。
募
集
期
限

昭
和
日
年
1
月
初
日
ま
で

O
申
込
み
先

聖在理
希望職種 年令 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 絡

番号

1 大型運転手 43 男
30 万円 運転手10年 中 卒 大レー型ラ2位一、、危大険特物ト

2 大型運転手 25 男 30 運転手 1年 高卒 大食品切衛生管理

3 単労工 59 男 14 包装、積込18年 高小卒

4 自動車墜倫 33 男 15 営業6年 高卒 ガ大ソ切リ3ン級終 Mu士

5 単労工 62 男 10 工{呆事1品1-f王呆手J令 高小卒

6 事又は務1苫員只 21 女 9 底員 3年 短大卒 普免、珠算3級

7 事 務 25 女 10 事務 6年 高卒 4珠1よ物t):刷2級物資、主任~免者

8 販 売 員 34 女 9 販売 1年 訓練校卒

9 歯科衛生士 25 女 10 幽2科年衛生士 校各卒組学 歯科衛生士

10 生産技能士 23 女 8.5 検査工 1年 高卒 普免

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮
②
2
2
0
0
附
内
線
制

印
年
度

富
山
県
海
外
派
遣

報

告

展

会月
場日

魚昭
津和
サ 61
ン 年
プ 2
ラ月
ザ 1

日

2 
日

-
不
用
品
交
換

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
(
八
万
九
千
円
)
マ
剣

道
着
一
式
(
応
談
)
マ
犬
小
屋
(
鉄
骨
製
、

応
談
)
マ
ス
テ
レ
オ
一
式
(
応
談
)
マ
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ン
(
応
談
)
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
)

(応
談
)

-
も
と
め
ま
す

自
転
車
(
小
学
生
用
、
婦
人
用
)
、
へ
ツ

ド
ホ
ン
、
ミ
シ
ン
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、

ふ
と
ん
乾
燥
機
、
ス
ノ
1
タ
イ
ヤ
(
軽

四
)
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
。

0
・
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役

所
総
務
課
不
用
品
活
用
相
談
所

宮
②
2
2
0
0
内
線
2
5
8

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
1
月〉

実
施
地
区
:
・
経
団
地
区
(
平
伝
寺
、

浜
経
由
、
仏
国
)
。
点
検
に
は
、
県
L
P

G
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

事
故
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
起
こ
す

人
は
誰
れ
も
い
な
い
、
事
故
は
い
つ
も
、

あ
な
た
の
油
断
を
待
っ
て
い
る
。

今
年
も
、
ゆ
た
か
な
生
活
の
お
手
伝

い

。

ー

L
P
ガ
ス
|

。。
※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<ft24-0365>へお問い合わせください。
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-m年
1
月
1
日
か
ら

利
子
非
課
税
制
度

利
用
手
続
が
変
り
ま
す

O
マ
ル
優
も
、
郵
便
貯
金
も
、
本
人
確

認
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

昭
和
臼
年
1
月
1
日
か
ら
マ
ル
優
(
特

別
マ
ル
優
を
含
む
)
や
郵
便
貯
金
を
利

用
す
る
際
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
が
で
き
る
書
類
を
金
融
機
関
や
郵
便

局
の
窓
口
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
書
類
に
は
、
住
民
票
の
写
し

ゃ
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
銀
行
や
証
券
釜

社
な
ど
の
金
融
機
関
に
非
課
税
申
告
書

な
ど
を
提
出
す
る
際
、
ま
た
、
郵
便
局

に
貯
金
す
る
際
(
通
帳
を
も
っ
て
貯
金

す
る
場
合
に
は
昭
和
引
年
1
月
1
日
以

後
最
初
に
貯
金
を
す
る
際
)
い
ず
れ
か

かたくちいわし

魚;孝命O'~然魚族紹介(109) 

の
書
類
を
提
示
し
て
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
の
確
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

-
償
却
資
産
の

申
告
に
つ
い
て

魚
津
市
内
で
、
事
業
用
に
使
っ
て
い

る
減
価
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

々
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る

資
産
で
そ
の
所
在

・
種
類

・
数
量
等
必

要
事
項
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
申
告
期
限
は
引
年
1
月
白
日

ま
で
で
す
。
該
当
者
と
思
わ
れ
る
方
々

日本各地の沿岸の表層をフランクトンを求めて

群れをなして回避する。力ツオやブリなどの大型

回避魚の重要な簡となっており、時には追いかけ

られ水面にわきょガつ疋り、海岸に大量に身投げ

することガある。産卵は一年中するガ春と秋ガ最

盛期で1rrun余りの長円型の浮遊卵を放出する。約

?年で10crnになり卵を産み最大20crn(こ生長する。

力ツオ釣りの活簡として利用されるほか、主lこ煮

干しに加工される。

に
は
、
す
で
に
通
知
消
で
す
が
、
通
知

漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
資
産
税

係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

告
に
あ
た
り
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0

内
線
2
2
8
へ

-
あ
な
た
の
資
格
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
グ

日
年
4
月
よ
り
臼
年
3
月
ま
で
、
市

内
の
保
育
所
等
の
産
休
や
、
病
休
育
児

休
業
の
代
替
保
母
の
登
録
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

①
資
格
現
に
保
母
資
格
を
有
す
る
者

及
び
臼
年
3
月
ま
で
に
、
資
格
を

取
得
す
る
見
込
の
方
で
市
内
に
居

住
す
る
者

②
年
齢
概
ね

ω歳
未
満
の
者

③
賃
金

日
額
四
、
二
四

O
円
と
交
通

費
全
額
を
支
給
し
ま
す
。

④
募
集
期

間

引

年
1
月
よ
り

2
月
末
日
ま
で

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称略〉

⑤
応
募
方
法
は
、
登
録
申
込
書
に
履
歴

書

・
資
格
-
証
明
書
の
写
を
添
え
て

総
務
課
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

(宮
②
2
2
0
0
内
線
2
5
9
)

-
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
防
止
に
つ
い
て

最
近
、
ス
ギ
造
林
地
に
ス
ギ
の
幹
に

穴
を
あ
け
て
中
を
食
い
荒
ら
す
ス
ギ
カ

ミ
キ
リ
が
異
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
進
行
す
る
と
森
林
に
重
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
被
害
の
初

期
防
除
に
御
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
ス
ギ
血、

N
令
級
を
対
象
と

し
て
被
害
木
を
伐
倒
し
薬
剤
を
散
布
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
伐
倒
駆
除
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細

は
市
農
林
土
木
課
ま
た
は
新
川
森
林
組

合
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

-
補
助
制
度

l
M
(
げ
肘
)
当
り
二

O
、二
八

O
円
(
単
価
)
補
助
率

百
%

-1月
市
民
会
館

大
ホ

l
ル
催
物

平日召日

只の昌EJ座公演 パの音楽ロ 劇場例会こ 4第おや田6 
子さ 雪国『 ア二メ 有軒映z {僅

成式人 6年1 』ま の王作品
物

名

AM (倒-15 I PM 10 映 6分10PM2分OPM3分OPM 40PM 50AM I AM 5 と
時10 日

時6 幽臼 上回 1 時7 1 時5 1 I時3 分1時1分l時11 時10 ( 日日) き(功。

無 付会当会 入 入

員日員 未場 ま易

料 受新制 定料 料

魚津市 ゃ づおう 信4汲少E、~ 附
主

劇士暴 お

{雀

画 者

有沢武雄本町二丁目 10，000円

平田正俊天神野新 30，000円

南 藤 作山女 30，000円

相 馬 勇相ノ木 30，000円

清 河茂雄 北山 30，000円

魚津飯金塗装整備工場 5，000円

黒 川 由二上口二丁目 30，000円

匿名 50，000円

沢 田哲夫横枕 10，000円

浜 岡健二新角川二丁目 30，000円

伊藤国昭新金屋二丁目 50，000同

友田道治新角川二丁目 10，000円

蟻永靖弘大海寺新 20，000円

羽根 功大光寺 3区 30，000円

匿名 2，000円

伊 東久寿横枕 50，000円

沢 井 潔中央通り一丁目 100，000円

上岸 清友道 50，000円

笹木 とみ本町二丁目 8，000円

吉田 清本江 50，000円

東金 敏夫本新町 20，000円

愛の募金箱 村木小学校 2，769円

" 魚津市役所 6，300円

小柳むら新宿 100，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

高縁 勉金山谷 50，000円

山 崎 智信経田中町 30，000円

※受付け の順番で掲載して いますが、紙

面の都合で一部次の号以降になります。
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昭和61年 1月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

白寿おめでとうございます

牧志げさん

本町一丁目の牧志げさんは、 11月28日めでたく

白寿の誕生日を迎えられ、市から祝状、ツル ・カ

メのお菓子などが贈られました。定、げさんは市で

は4番目の長寿者です。

グランプリ獲得

おめでと
新金屋一丁目の佐生武志さんが、 11 月 25 日フランスの (~醤、
モニタージ市で聞かれたフランス圏内理美容選手権コン Xべ~-ノ

クールで見事グランプリを獲得され、 12

月10日魚津市長を訪ね報告されました。

ございますつ

あ
け
び
保
育
園
児

新
川
ヴ
ィ
I
ラ
慰
問

ロ
月
4
日
あ
け
ぴ
保
育
園
児
位
人
が
新
川

ヴ
ィ

l
ラ
を
慰
問
、
歌
や
遊
戯
な
ど
を
披
露

し
お
年
寄
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

独り暮し老人宅など

修繕奉仕
魚津地域建築組合青年部15人が、12月8日2-3 

人のグループになり、 6軒のお年寄り宅を回り、傷

んだ台所、障子戸の立て付け直しに愛のボランティ

アを行いま した。

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い

魚
津
市
身
体
障
害
者
連
合
会
主
催
の
ユ
ニ

ー
ク
ダ
ン
ス
が
、
ロ
月
8
日
魚
津
平
安
閣
で
、

会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
婦
人
会
員

な
ど
別
人
が
参
加
し
て
聞
か
れ
た
。

今
年
は
寅
年
で
す
。
寅
は

エ
ト
の
動
物
た
ち
の
う
ち
、

日
本
に
棲
ん
で
い
な
い
唯
一

の
動
物
で
す
。
も
っ
と
も
、

辰
(
竜
)
も
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
想
像
上
の
動
物
で
す
か

ら
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
。

虎
は
中
国
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
に
は
広
く
分
布
し
て
い
ま
ず
か
ら
、

エ
ト
の
つ
く
ら
れ
た
中
国
で
は
、
な
じ

み
の
あ
る
動
物
だ
っ
た
の
で
す
。

『
虎
は
千
里
を
行
っ
て
、
千
里
を
帰

る
』
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に

は
、
H

勢
い
の
盛
ん
な
こ
と
。
の
例
え
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
も
う
一
つ
別

の
解
釈
が
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、
そ

の
虎
は
何
を
し
に
千
里
の
道
を
あ
わ
て

て
帰
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
虎
は

自
分
の
子
供
が
心
配
で
戻
る
の
だ
と
い

い
ま
す
。
恐
ろ
し
い
も
の
の
代
表
の
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
虎
で
す
が
、
大
変

に
子
供
を
大
切
に
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

『
虎
の
子
』
と
圭
一
史
J

言
葉
も
こ
の
あ
た

り
か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
。

今
年
も
よ
い
お
正
月
を
お
過
し
く
だ

さ
い
。

。即

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

E置..  司自
人 (前月対比)

人口(男) 24 ，029 (-9 ) 
(女)26，064 (ー10)
計 50，093(ー19)

世帯数 13，543世帯

市の面積 200. 75km' 
海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(11月末現在)


